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日本リアルオプション学会 機関誌 リアルオプションと戦略 第 9巻 第 1 号 

1

日本リアルオプション学会は、会員の皆様や多く

の関係者に支えられ、設立 10 周年を無事に迎えるこ

とができた。学会の設立とその後の発展のためにご

尽力いただいた皆さまに心から御礼申し上げたい。

振り返ると、最初の 10 年間は、いわば学会の草創

期で、失敗を恐れず、手探りで様々なことにチャレン

ジしてきた。その結果、学会としての活動を継続する

上で必要な基盤はある程度整ってきたのではないか

と考えている。もっとも、すべてが順調というわけで

はなく、見直しが必要な取り組みもある。いずれにせ

よ、これからは学会の存在意義を確かなものとして

いくことが重要となるであろう。とりあえず、やって

みる、というだけでなく、学問の発展と現実的な問題

の解決への貢献によって、本学会の存在感を高めて

いかなければならないということである。それは必

ずしも学会の会員数を増やし続けて規模を大きくす

ることだけを意味するのではなく、むしろ規模は小

さくてもキラリと光る存在感を出せれば良いのであ

る。次の 10 年、そしてさらにその先の 10 年に向け

て、今は色々なことをリセットして、学会を「再起動

（reboot）」する良いタイミングかもしれない。学会が

直面する課題を解決していくためには、これからも

会員の皆様のご協力が必要である。重要なタイミン

グで、学会として最善のオプションを行使できるよ

う、常日頃、会員の皆様のご意見に積極的に耳を傾け

ていきたいと考えている。

さて、学会設立 10 年を迎えた 2016 年度を振り返

ると、イギリスの EU 離脱や米国でのトランプ大統領

の誕生などの出来事もあり、「国」のあり方が問われ

る一年だったように思う。少し前までは、グローバル

化が進んで、国あるいは国家というものの存在が薄

らいでいくような感覚があったことからすると驚か

ざるを得ない一年であった。そんなことを思いなが

ら、この巻頭言を準備していたところ、本学会の正式

名称が、単なる「リアルオプション学会」ではなく、

「日本リアルオプション学会」であることにあらた

めて気がついた。リアルオプションの研究は世界中

で行われていて、その中で日本を拠点とするリアル

オプションの学会として「日本リアルオプション学

会」となったのであろう。もちろん、本学会は日本人

以外でも会員になれる世界に開かれた学会であるし、

英文誌の発行にも取り組む国際的な学会である。学

会名に「日本」がつくからこそ、常に世界を意識した

学会であるべきだ。しかし、本学会が日本を拠点とし、

日本と特別なつながりがある以上、まずは世界の中

の日本に貢献できる学会として存在しなければなら

ない。

その日本がこれから解決していかなければならな

い課題は実に多い。政治や外交、経済、金融、財政、

科学技術、エネルギー、環境、インフラ、人口、教育、

文化など、様々な分野で日本の将来は大きなリスク

に晒されている。個別の問題についてここで具体的

に述べる余裕はないが、放置しておけば深刻な影響

をもたらす可能性のある問題が山積している。国と

して、日本はこれから様々な難しい選択をしていか

なければならないが、現在と将来において、どのよう

な選択肢があり、どのタイミングでどのような意思

決定をしていくべきなのか、ということを明らかに

していく上で、リアルオプションの考え方が非常に

有益であることは間違いない。そうであるならば、本

学会は、リアルオプションの研究を通じて、様々な分

野における日本の選択のために貢献できる学会であ

りたい、という志を持っても良いのではないかと思

うのである。

もちろん、日本の選択というのは、日本の企業や団

体・組織、また、日本人あるいは日本に住む一人一人

が、個別に抱えている現実的な問題を前に、どのよう

な意思決定をするのか、ということの積み重ねにも

かかっている。そういう個々の様々な意思決定の問

題に関する研究の蓄積の先に、日本の問題の解決が

あり、そして日本から、世界の問題の解決のために発

信できるリアルオプションの研究成果が生まれると

信じたい。

この 10 周年を記念する学会機関誌の特集号が、会

員の皆様にとって、学会での新たな活動のヒントと

なり、そして、これからの日本の選択にどのように貢

献できるかを考えるきっかけとなれば幸いである。

学会創立十周年記念号 巻頭言

日本の選択に貢献する学会を目指して

服部 徹
（日本リアルオプション学会会長 電力中央研究所）
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